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芸
術
家
、
艾
未
未
（A

i W
eiw

ei
）
は
、
一
九
五
七
年
五
月
一
八
日
、
北
京
で
著
名
な
中
国
近
代
詩
人
で
あ
る
艾
青
（A

i Q
ing

）

の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
生
後
ま
も
な
く
す
る
と
、
中
国
で
は
反
右
派
闘
争
が
は
じ
ま
り
、
翌
年
一
九
五
八
年
春
、
右
派
と
見
な
さ

れ
、
労
働
に
よ
る
再
教
育
と
し
て
下
放
さ
せ
ら
れ
た
父
、
艾
青
に
伴
い
、
一
家
は
黒
竜
江
省
北
大
荒
か
ら
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
石

河
子
な
ど
の
辺
境
で
の
下
放
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
文
化
大
革
命
の
際
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
持
ち
物
を
没
収
さ
れ
、
石
河
子
か
ら

さ
ら
に
ゴ
ビ
砂
漠
に
面
し
た
「
小
シ
ベ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
地
へ
と
追
放
さ
れ
る
。
住
ま
い
は
ほ
と
ん
ど
穴
蔵
で
、
未
未
は
幼
く
し

て
生
き
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
意
識
し
て
育
っ
た
。
九
歳
の
頃
に
は
、
す
で
に
社
会
か
ら
の
疎
外
感
を
感
じ
、
人
が

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
「
永
遠
に
終
着
点
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
」
だ
と
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

一
九
七
六
年
、
文
化
大
革
命
の
狂
騒
が
過
ぎ
、
毛
沢
東
が
死
去
し
、
一
八
歳
に
な
っ
て
い
た
艾
未
未
は
北
京
に
戻
る
。
艾
未
未
の

新
た
な
生
活
は
、
街
へ
出
て
絵
を
描
く
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
よ
う
や
く
学
校
制
度
が
整
い
始
め
た
一
九
七
九
年
に
は
、
北
京
電
影
学

院
に
入
学
す
る
。

同
年
、「
北
京
の
春
」
と
呼
ば
れ
る
民
主
化
運
動
の
高
ま
り
の
な
か
で
生
ま
れ
た
「
星
星
画
会
」
に
参
加
す
る
。
当
時
「
星
星
画

会
」
は
、「
自
ら
の
目
で
世
界
を
認
識
し
、
自
ら
の
絵
筆
と
彫
刻
刀
で
世
界
に
参
与
す
る）

1
（

」
と
い
う
主
旨
で
、
自
主
展
覧
会
の
た
め

の
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
い
た
。
艾
未
未
は
反
響
を
呼
ん
だ
第
一
回
、
第
二
回
「
星
星
美
術
展
」
に
出
品
し
た
。
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し
か
し
、
一
九
八
一
年
、
北
京
電
影
学
院
の
卒
業
も
待
た
ず
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
決
意
す
る
。
こ
の
頃
、
艾
は
、「
共
産
党
を
宣

伝
す
る
よ
う
な
作
品
は
つ
く
り
た
く
な
い
」
が
、「
自
由
主
義
と
個
人
の
感
情
を
表
現
す
る
た
め
」
に
は
、
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
中
国
で
は
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、
ア
ー
ト
と
は
、
当
時
の
艾
未
未
に
と
っ
て
、
政
治
と

は
切
り
離
し
た
い
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
艾
は
、
一
九
八
三
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
落
ち
着
き
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ
ザ
イ
ン
に
入
学

す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
艾
は
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ

ー
ホ
ル
な
ど
の
作
品
に
傾
倒
し
て
い
く
。
こ
こ
で
、
艾
に
と
っ
て
の
芸
術
が
、
自
身
が
見
て
き
た
中
国
の
政
治
や
そ
れ
を
取
り
巻
く

社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
五
年
の
作
品
《M

A
O

 1-3

》（
図
0
‐
1
）
で
は
、
艾
の
記
憶
か
ら
風
化
し
て

い
く
毛
沢
東
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
で
、「
歴
史
に
別
れ
を
告
げ
た
」
と
語
っ
た
。

そ
の
う
ち
学
校
に
も
行
か
な
く
な
っ
た
艾
は
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
員
と
な
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
艾
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
生
活
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ー
ト
の
発
見
と
と
も
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
写

真
撮
影
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
言
え
る
。
彼
は
、
日
々
の
生
活
や
、
当
時
、
艾
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
訪
れ
る
友
人
た
ち
を
カ

メ
ラ
に
お
さ
め
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
中
国
映
画
監
督
の
陳
凱
歌
（C

hen K
aige

）、
馮
小
剛
（Feng X

iaogang

）、
監
督
で
俳
優
の

姜
文
（Jiang W

en

）、
音
楽
家
の
譚
盾
（Tan D

un
）、
詩
人
の
北
島
（B

ei D
ao

）
や
舒
婷
（Shu Ting

）、
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

徐
冰
（X

u B
ing

）、
謝
徳
慶
（X

ie D
eqing

）
ら
が
み
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
な
が
ら
、
中
国
文
化
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
か
つ
て
ビ
ー
ト
ニ
ク
・
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
と
は
、
住
ま
い
も
近
く
、
互
い
に
よ

く
行
き
来
し
て
い
た
と
い
う
交
遊
の
様
子
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
撮
影
の
習
慣
は
、
の
ち
の
艾
未
未
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
投
稿
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
艾
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
人
権
問
題
に
関
す
る
抗
議
や
デ
モ
に
参
加
し
、
個
人
的
な
訴
え
と
、

そ
れ
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
権
力
側
と
の
よ
う
す
を
写
真
に
撮
り
続
け
た
。
そ
れ
ら
の
写
真
は
メ
デ
ィ
ア
や
人
権
擁
護
団
体
に
送

ら
れ
、
幾
つ
か
の
主
要
な
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
の
証
明
書
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
艾
は
そ
の
と
き
、「
権
力
」
の
実
体
に
向
き
合
う
訓
練
を
し
、
権
力
と
い
う
も
の
に
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
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ア
が
ど
う
反
応
し
機
能
す
る
の
か
、
政
府
と
個
人
の
権
利
と
の
関
係
を
理
解
す
る

こ
と
は
で
き
た
と
し
て
証
明
書
を
取
得
し
に
も
い
か
な
か
っ
た
。

一
九
九
三
年
、
父
、
艾
青
の
病
気
が
重
篤
に
な
り
帰
国
を
決
心
す
る
。
そ
し
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
中
国

現
代
ア
ー
ト
に
挑
ん
で
い
っ
た
。

一
九
九
四
年
、
艾
は
ま
ず
、
徐
冰
ら
と
と
も
に
内
部
美
術
資
料
『
ブ
ラ
ッ
ク
・

カ
バ
ー
（
黒
皮
書
）』
を
編
纂
し
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
、

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
、
ジ
ェ
フ
・
ク
ー
ン
ズ
を
紹
介
す
る
一
方
、
中
国
現
代

ア
ー
ト
に
み
ら
れ
る
主
要
な
実
験
的
表
現
を
整
理
し
意
義
づ
け
た
。
こ
の
内
部
美

術
資
料
は
、
の
ち
に
も
『
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
バ
ー
（
白
皮
書
）』（
一
九
九
五
）、『
グ

レ
ー
・
カ
バ
ー
（
灰
皮
書
）』（
一
九
九
七
）
と
続
刊
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
中
国
現
代
ア
ー
ト
研
究
家
の
戴
漢
志

（H
ans Van D

ijk, 1946-2002

）
と
ベ
ル
ギ
ー
人
の
中
国
現
代
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ

ー
で
あ
る
弗
蘭
克
（Frank U

ytterhaegen, 1954-2011

）
と
共
に
中
国
芸
術
文
献

庫
（C

A
AW

: C
hinese A

rt and A
rchive W

arehouse

）
を
設
立
し
、
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
展
覧
会
を
企
画
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
展
覧
の
場
を
提
供
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
北
京
郊
外
の
草
場
地
に
自
宅
兼
ス
タ
ジ
オ
を
完
成

さ
せ
、
自
身
の
創
作
の
拠
点
と
し
た
。

さ
ら
に
同
年
、
艾
未
未
は
馮
博
一
（Feng B

oyi

）
と
と
も
に
、
第
三
回
上
海

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
ぶ
つ
け
て
、「FU

C
K

 O
FF

」
展
を
企
画
、
開
催
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
、
艾
未
未
は
中
国
に
残
さ
れ
た
過
去
の
痕
跡
を
拾
い
集
め
る

よ
う
に
、
文
物
や
廃
墟
と
な
っ
た
寺
院
の
木
材
な
ど
を
収
集
し
、
自
問
自
答
す
る

図 0-1　《MAO 1-3》1985年
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よ
う
な
創
作
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
一
方
で
は
、
自
宅
兼
ス
タ
ジ
オ
が
完
成
し
て
以
来
、
建
築
家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
し
て
の
仕
事
が
殺
到
す
る
よ
う
に
な
る
。

二
〇
〇
二
年
に
は
、
二
〇
〇
八
年
北
京
開
催
が
決
定
し
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ
ア
ム
の
設
計
者
で
あ
る
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク

＆
ド
・
ム
ー
ロ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
顧
問
と
し
て
加
わ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
建
築
家
、
艾
未
未
の
名
は
世
界
に
広
ま
り
、
と

り
わ
け
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
が
進
む
な
か
で
の
艾
未
未
の
政
府
側
と
の
衝
突
や
、
臆
す
る
こ
と
な
い
政
府
批
判
は
世
界
が
注
目
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
た
の
は
、
二
〇
〇
七
年
、
ド
イ
ツ
の
カ
ッ
セ
ル
で
行
わ
れ
た
「
ド
ク
メ
ン
タ
12
」
に
《
童

話
》
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
も
っ
て
参
加
し
た
際
で
あ
る
。《
童
話
》
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
属
す
る
社
会
階
級
も
職
業
も
異
な
る
一
〇

〇
一
人
の
中
国
人
を
「
ド
ク
メ
ン
タ
12
」
が
開
催
中
の
カ
ッ
セ
ル
に
連
れ
て
行
き
、
二
八
日
間
滞
在
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
こ
こ
で
中
国
の
各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
艾
未
未
が
二
〇
〇
五
年
末
に
開
始
し
た
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
募
集
さ
れ

た
。二

〇
〇
八
年
、
四
川
大
地
震
が
発
生
し
、
劣
悪
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
校
舎
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
生
徒
た
ち

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
艾
未
未
は
現
地
調
査
に
の
り
出
し
、
ブ
ロ
グ
で
募
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
と
も
に
、
犠
牲
に

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
調
査
を
開
始
し
、
経
緯
は
ブ
ロ
グ
で
公
表
さ
れ
た
。

艾
未
未
が
積
極
的
に
人
権
活
動
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
二
〇
〇
九
年
に
は
当
局
に
よ
っ
て
艾
未
未
の
ブ
ロ
グ
は
閉
鎖
さ
れ
、

彼
の
生
活
は
政
府
の
監
視
下
に
入
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
社
会
問
題
や
事
件
の
真
相
に
迫
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
発
表

し
、
そ
れ
ら
は
次
々
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
開
さ
れ
た
。

二
〇
〇
九
年
、
四
川
大
地
震
の
人
災
的
被
害
の
独
自
の
調
査
報
告
を
出
版
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
逮
捕
拘
留
中
で
あ
っ
た
譚
作
人

（Tan Zuoren

）
の
裁
判
の
証
言
台
に
た
つ
た
め
、
艾
未
未
は
四
川
省
の
成
都
に
赴
き
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
地
元
当
局
に
よ
っ
て

頭
部
を
殴
打
さ
れ
た
。
の
ち
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
脳
出
血
の
た
め
手
術
を
受
け
、
一
命
を
と
り
と
め
た
の
で
あ

る
。二

〇
一
〇
年
、
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ー
ト
モ
ダ
ン
の
ユ
ニ
リ
ー
バ
・
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
一
回
作
品
と
し
て
、
タ
ー
ビ
ン
ホ
ー
ル
に
イ
ン
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ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
《
ひ
ま
わ
り
の
種
》
が
展
示
さ
れ
た
（
会
期
：
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
二
日
―
二
〇
一
一
年
五
月
二
日
）。
し
か

し
、
そ
の
会
期
中
の
四
月
三
日
、
艾
未
未
は
北
京
国
際
空
港
か
ら
香
港
経
由
で
台
湾
に
行
く
と
こ
ろ
、
突
然
当
局
に
拘
束
さ
れ
八
一

日
間
所
在
不
明
の
ま
ま
留
め
置
か
れ
た
。
保
釈
さ
れ
た
の
ち
に
発
表
さ
れ
た
罪
名
は
経
済
犯
で
、
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
三
年
と
二

〇
〇
七
年
の
三
件
の
建
築
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
巨
額
脱
税
の
罪
と
さ
れ
た
。
追
徴
課
税
額
は
約
一
五
二
二
万
元
に
も
上
り
、
艾
未
未

側
の
再
三
の
再
審
判
請
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
税
務
当
局
は
そ
の
異
議
を
却
下
し
た
。

こ
こ
に
き
て
、
艾
未
未
は
現
代
中
国
社
会
の
人
権
問
題
の
渦
中
の
人
と
な
り
、
彼
が
受
け
る
監
視
、
軟
禁
、
暴
力
の
実
情
は
、

艾
未
未
ス
タ
ジ
オ
制
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
〈
老
媽
蹄
花
（D

isturbing the Peace

）〉（
二
〇
〇
九
）、〈
深
表
遺
憾
（So 

Sorry

）〉（
二
〇
一
一
）
で
公
開
さ
れ
た
。
も
と
も
と
艾
未
未
は
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
ア
ー
ト
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
は
、
ま
さ
に
的
を
射
た
作
品
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
艾
未
未
の
拘
束
、
監
視
を
含
む
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
卵
で
あ
っ
た
ア
リ
ソ
ン
・

ク
レ
イ
マ
ン
（A

lison K
laym

an
）
が
映
画
『A

i W
eiw

ei: N
ever Sorry

』（
二
〇
一
二
）
を
制
作
し）

2
（

、
ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
監
督
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ジ
ョ
ン
セ
ン
（A

ndoreas Johnsen

）
が
、
人
権
と
ア
ー
ト
の
問
題
に
焦
点
を
あ
て
、

保
釈
後
の
艾
未
未
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『The Fake C

ase

』（
二
〇
一
三
）
を
制
作
し
た）

3
（

。

芸
術
を
も
っ
て
、
表
現
の
自
由
と
人
権
擁
護
の
た
め
に
体
制
と
た
た
か
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
艾
未
未
は
、
国
内
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
で
情
報
の
検
閲
を
受
け
、
個
展
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
方
国
外
で
は
、
人
権
と
言
論
の

自
由
を
求
め
て
闘
争
す
る
中
国
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
渡
航
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
以
外
は
大
々
的
に
個
展
を
挙
行
し

て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
艾
の
国
内
外
で
の
境
遇
は
完
全
に
二
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
は
、
北
京
で
四
つ
の
個
展
が
次
々
に
開
催
さ
れ
、
七
月
二
二
日
に
は
政
府
に
没
収
さ
れ
て
い
た
パ

ス
ポ
ー
ト
が
返
却
さ
れ
、
艾
未
未
は
ベ
ル
リ
ン
に
渡
っ
た
。

「
す
べ
て
は
芸
術
、
す
べ
て
は
政
治
」
と
言
い
切
る
艾
未
未
に
と
っ
て
、
言
論
の
自
由
と
人
権
の
た
め
の
ア
ー
ト
に
よ
る
闘
争
は
、

社
会
の
現
状
批
判
や
社
会
改
善
へ
と
向
か
う
人
々
へ
の
働
き
か
け
が
制
作
の
動
機
で
あ
り
、
作
品
が
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
備
え

て
い
て
当
然
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
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中
国
に
身
を
置
い
て
い
る
期
間
、
当
局
が
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
処
理
し
よ
う
と
す
る
問
題
に
関
し
て
、
艾
未
未
は
人
権
擁
護
に

あ
た
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
身
も
当
局
に
よ
る
監
視
や
暴
力
、
監
禁
を
受
け
た
こ
と
は
、
国
際
的
に
は
、
権
威
に
対
し
て
異
議
申
し

立
て
が
で
き
る
勇
気
あ
る
者
と
い
う
地
位
を
得
て
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
世
評
を
我
が
も
の
に
し
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
ベ
ル
リ
ン
に
移
っ
た
艾
未
未
は
、
よ
う
や
く
ア
ー
ト
作
品
の
社
会
的
機
能
を
発
揮
で
き
る
機
会
を
得
て
、
作
品
が
議
論
さ
れ
る

立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

旅
行
権
が
剥
奪
さ
れ
中
国
か
ら
出
国
で
き
ず
に
い
る
間
も
、
個
展
「A

i W
eiw

ei: A
ccording to W

hat ?

」
は
、
二
〇
一
二
年
か

ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
各
地
や
カ
ナ
ダ
を
巡
回
し）

4
（

、「@
Large: A

i W
eiw

ei on A
lcatraz

」（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
二

〇
一
四
）
で
は
、
ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島
の
刑
務
所
跡
で
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
大
型
展
が
挙
行
さ
れ
た
。
な
か
で
も
ベ
ル
リ
ン
の

マ
ル
テ
ィ
ン
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
・
バ
ウ
で
行
わ
れ
た
個
展
「A

i W
eiw

ei: Evidence

」（
二
〇
一
四
）
は
、
艾
の
そ
れ
ま
で
で
最
大
の
展

覧
会
と
な
っ
た
。
パ
ス
ポ
ー
ト
が
返
却
さ
れ
出
国
し
た
の
ち
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
で
の
大

型
展
「A

i W
eiw

ei

」（
二
〇
一
五
）、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
で
「A

ndy W
arhol / A

i 
W

eiw
ei

」（
二
〇
一
五
）
が
開
か
れ
、
二
〇
一
六
年
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
プ
ラ
ザ
・
ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
で
「A

i W
eiw

ei. Libero

」

が
挙
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
展
覧
会
で
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
作
品
が
内
包
す
る
現
代
社
会
の
問
題
や
事
実
の
物
語
で
あ
り
、
反
体
制

派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
人
権
活
動
家
に
ま
で
及
ん
だ
艾
未
未
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
艾
未
未
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
体
が
作
品
と
同
様
に
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
媒
体
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
作
品
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
行
為
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。
ま
た
、
作
品
が
言
及
す
る
事
実
の
物
語
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
艾

未
未
作
品
の
評
論
の
本
筋
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
実
か
ら
の
痕
跡
と
な
る
対
象
物
や
遺
物
を
あ
り
の
ま
ま
用
い
て
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
に
せ
よ
、

社
会
問
題
の
真
相
に
注
意
を
喚
起
す
る
作
品
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
見
解
を
強
調
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
・
ア
ー
ト
の
よ
う
に
も
見

え
る
。
そ
こ
で
言
わ
れ
る
の
は
、
艾
未
未
は
反
体
制
派
と
し
て
歯
に
衣
着
せ
ぬ
も
の
言
い
で
勇
気
あ
る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
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ス
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
検
証
は
不
十
分
で
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
艾
未
未
作
品
、
及
び
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
中
国
の
近
代
詩
人
、
艾
青
の
息
子
で
あ
っ
た
た
め
に
、

反
右
派
闘
争
や
文
化
大
革
命
で
社
会
か
ら
迫
害
さ
れ
た
生
い
た
ち
と
、
の
ち
に
渡
っ
た
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う
二
つ
の
条
件
だ
け
で
検
討
し
よ
う
と
す
る

傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
大
ま
か
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
経
験
だ
け
で
取
り
こ
ぼ
さ
れ
る
も
の
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る

の
で
あ
る
。

実
際
に
、
艾
未
未
作
品
は
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
の
先
駆
者
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
や
作
品
を
想
起
さ
せ
る
。
社
会
に
直
接
介
入

し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
は
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
の
よ
う
で
あ
り
、
大
量
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
ミ
ニ
マ
ル
ア
ー
ト
に

結
び
つ
け
ら
れ
、
建
築
的
規
模
の
作
品
、
と
り
わ
け
金
属
の
コ
ン
テ
ナ
ー
を
配
し
た
作
品
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ラ
の
作
品
を
思
わ

せ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
艾
未
未
、
及
び
、

艾
未
未
作
品
の
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
な
か
っ
た
背
景
に
あ
る
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
調
査
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
作
品
の
本
質
的
拠
所
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
の
思
索
方
法
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
艾
未
未
作
品
の
解
釈
に
新
た

な
視
座
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
艾
未
未
の
作
品
や
活
動
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
牧
陽
一
の
ほ
か
具
体
的
に
ま
と
ま
っ
た
も
の
を
示
し
て
い
る
研

究
は
な
い
。

牧
陽
一
は
『
ア
ヴ
ァ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
―
―
中
国
の
現
代
ア
ー
ト
』（
木
魂
社
、
一
九
九
八
年
）
で
、
歴
史
、
文
化
の
観
点
か
ら
、

一
九
七
九
年
に
艾
未
未
が
参
加
し
た
中
国
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
集
団
、「
星
星
画
会
」
に
つ
い
て
結
成
の
過
程
と
彼
ら
の
主
張
を

明
確
に
示
し
、
活
動
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

5
（

。
そ
こ
で
は
、
主
要
な
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
艾
未
未
を
紹
介
し
、
艾
が

渡
米
し
て
帰
国
し
た
の
ち
に
、
北
京
東
村
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
の
記
録
や
擁
護
に
関
与
し
た
地
下
出
版

テ
キ
ス
ト
『
紅
旗
』
シ
リ
ー
ズ
（『
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
バ
ー
』、『
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
バ
ー
』、『
グ
レ
ー
・
カ
バ
ー
』）
に
言
及
し
た）

6
（

。
ま
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た
、
同
著
「
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
影）

7
（

」
の
な
か
で
、
初
期
（
一
九
八
五
年
、
一
九
九
四
年
）
の
艾
未
未
の
作
品
に
つ
い
て
、「
ウ
ォ
ー
ホ

ル
、
遡
っ
て
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
影
が
見
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
逸
早
く
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
艾
未
未
作
品
の
特
徴
が
「
完
全

な
『
無
感
覚
状
態
』
で
選
択
さ
れ
た
同
じ
モ
ノ
が
ま
っ
た
く
別
で
未
知
の
観
念
を
引
き
起
こ
す
点
に
あ
る
」
と
い
う
中
国
の
美
術
評

論
家
、
栗
憲
庭
（Li X

ianting

）
の
分
析
か
ら
、
艾
未
未
が
中
国
現
代
ア
ー
ト
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
を
先
導
す
る
ひ
と

り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

牧
陽
一
編
『
艾
未
未
読
本
』（
集
広
舎
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
艾
未
未
の
ブ
ロ
グ
や
発
言
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
反
体
制
派
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
る
艾
未
未
と
い
う
人
物
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。
艾
未
未
、
牧
陽
一
編
『
ア
イ
・
ウ
ェ
イ
ウ

ェ
イ 

ス
タ
イ
ル
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
で
は
、
艾
未
未
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
、
中
国
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
艾
未
未

が
人
権
活
動
に
関
与
し
、
体
制
と
た
た
か
う
姿
を
精
察
し
た
。

中
国
国
内
で
は
、
政
治
的
理
由
か
ら
艾
未
未
作
品
に
関
す
る
研
究
は
み
ら
れ
ず
、
海
外
で
の
研
究
は
、
艾
未
未
の
中
国
で
の
活
動

の
意
義
や
作
品
ご
と
の
評
論
に
基
づ
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
艾
未
未
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

よ
る
発
言
と
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
作
品
解
説
や
評
論
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
評
論
の
中
に
は
、
研
究
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
新
た
な
観
点
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。

一
九
九
〇
年
後
半
か
ら
、
定
期
的
に
艾
未
未
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
続
け
て
き
た
ハ
ン
ス
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
オ
ブ
リ
ス
ト
（H

ans 
U

lrich O
brist

）
は
、「
艾
の
作
品
に
は
、
彼
の
父
親
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
る
」
と
見
て
、
作
品
が
「
政
治
的
な
活
動

に
結
び
つ
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
常
に
、
詩
的
な
側
面
が
あ
る
」
と
示
唆
す
る）

8
（

。
こ
の
手
が
か
り
は
非
常
に
不
確
か
な
も
の
で

あ
る
が
、
か
つ
て
、
艾
未
未
が
自
身
の
作
品
を
「
夜
」
や
「
空
に
浮
か
ぶ
雲
」、「
湖
の
さ
ざ
波
」
に
た
と
え
、
芸
術
に
は
多
く
の
隠

喩
な
ど
い
ら
な
い
と
語
っ
て
い
た）

9
（

こ
と
が
あ
る
。
艾
未
未
作
品
の
、
詩
人
で
あ
る
「
父
親
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
が
吹
き
込
ま
れ
た
「
詩

的
な
側
面
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
中
国
現
代
ア
ー
ト
の
中
心
的
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
ウ
リ
・
シ
ッ
グ
（U

li Sigg

）
が
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
中
か
ら
山
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
を
ス
イ
ス
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
で
行
っ
た
際
に
出
版
さ
れ
た
『
山
水
（SH

AN
 SH

U
I

）』
で
は
、

艾
未
未
作
品
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ナ
タ
リ
ー
ヌ
・
コ
ロ
ン
ネ
ッ
ロ
（N

ataline C
olonnello

）
は
、
作
品
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に
見
ら
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
山
水
観
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
「Shanshui–Poetry w

ithout Sound?: Landscape in 
C

hinese C
ontem

porary A
rt W

orks from
 Sigg C

ollection

」（
会
期
：
二
〇
一
一
年
五
月
二
一
日
―
一
〇
月
二
日
）
は
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
は
ウ
リ
・
シ
ッ
グ
の
ほ
か
、
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（Peter Fischer

）
と
艾
未
未
が
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、

こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
ず
に
い
た
艾
未
未
の
世
界
観
と
い
う
べ
き
も
の
が
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
美
術
評
論
家
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ー
シ
ー
゠
ス
ミ
ス）

10
（

はAi W
eiw

ei – and the evolution of political a

）
11
（rt

と
題
す
る
評
論
を
発
表
し
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ル
ー
シ
ー
゠
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
論
の
な
か
で
、「
艾
の
中
国
社
会
で
の
境
遇
は
、
常
に
辺
境
で
あ
り
、
彼
の
西
洋

で
の
名
声
は
、
彼
の
本
国
で
の
実
際
の
影
響
力
と
は
不
釣
り
合
い
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
美
術
史
の
ク
ー
ル
ベ
に
遡
り
、「
艾

未
未
の
よ
う
な
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
西
洋
に
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
」
と
評
価
し
て
い
る）

12
（

。

ル
ー
シ
ー
゠
ス
ミ
ス
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、「
自
身
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
政
治
的
影
響
力
を
主
張
し
よ
う
と
し

た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス）

13
（

を
挙
げ
る
が
、
ボ
イ
ス
が
超
自
然
的
な
も
の
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
こ
と
に
比
べ
、
艾
は
日
常
的
で
リ
ア
ル
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る）

14
（

。

そ
し
て
、
艾
未
未
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
お
か
れ
た
時
代
と
場
所
、
つ
ま
り
、
中
国
の
独
裁
政
権
と
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
個
人
の

闘
争
や
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
時
代
と
い
う
こ
と
が
、
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
し
た
と
分
析
す
る
。
例
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
艾
未
未
の
投
稿
や
作
品
の
「
か
な
り
現
代
的
な
告
発
の
ス
タ
イ
ル
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

「
中
国
反
体
制
派
の
多
く
が
、
過
激
で
決
定
的
な
運
命
を
被
っ
て
い
る
が
、
艾
未
未
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
と
引
き
換
え
に
生
き
残
っ

た
」
こ
と
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ア
ー
ト
自
体
を
ル
ー
シ
ー
゠
ス
ミ
ス
は
「
悪
名
高
い
つ
か
の
間
の
産
物
」
だ
と

解
釈
す
る）

15
（

。

ル
ー
シ
ー
゠
ス
ミ
ス
は
、
美
術
史
の
中
で
見
た
艾
未
未
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

一
つ
に
は
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
、
艾
を
ダ
ダ
に
引
き
つ
け
た
よ
う
に
思
え
る
こ
と
と
し
て
、「
象
徴
的
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
、
世
界
に
と
て
も
明
解
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
と
い
う
方
法
」
と
「
対
象
物
の
本
来
の
機
能
が
取
り
除
か
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ

て
〝
ア
ー
ト
〞
と
み
な
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
創
り
上
げ
る
と
い
う
方
法
」
の
二
点
を
挙
げ
る）

16
（

。
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そ
し
て
、
艾
未
未
は
そ
れ
に
加
え
て
、
中
国
の
漢
字
の
よ
う
に
、「
簡
素
に
し
て
要
を
得
た
記
号
、
判
じ
絵
を
創
作
す
る
方
法
」

を
採
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
観
客
は
「
隠
れ
た
問
題
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
」
た
め
に
、「
背
景
に
あ
る
事
柄
に

つ
い
て
多
く
を
知
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る）

17
（

。

ま
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
最
終
的
段
階
の
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
運
動
に
代
表
さ
れ
る
主
要
な
メ
ン
バ
ー
、
カ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
、
ダ
ン
・

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ー
ウ
ィ
ン
、
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
ラ
、
ソ
ル
・
ル
イ
ッ
ト
、
ロ
バ
ー
ト
・

モ
ー
リ
ス
、
ア
グ
ネ
ス
・
マ
ー
テ
ィ
ン
を
あ
げ
、「
彼
ら
は
、
ア
ー
ト
が
政
治
的
だ
と
か
、
社
会
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
た
も
の
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
か
ら
距
離
を
置
い
た
」
の
と
比
べ
、
艾
未
未
は
「
典
型
的
な
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
要
求
さ
れ
る
も

の
と
は
流
儀
が
異
な
っ
て
」
お
り
、「
使
用
さ
れ
た
材
料
の
経
歴
は
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
お
い
て
作
品
の
内
容
を
担
う
部
分
」
で
、

「
観
客
が
採
用
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
要
求
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る）

18
（

。

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
艾
未
未
作
品
が
「
典
型
的
な
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
要
求
さ
れ
る
も
の
と
は
流
儀
が
異
な
る
」
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
作
品
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
書
の
目
的
は
、
以
上
の
よ
う
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
論
を
も
と
に
、
作
品
の
現
地
で
の
調
査
や
、
艾
未
未
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
か
ら
作
品
の
背
景
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
作
品
の
評
論
を
整
理
、
検
討
し
、
艾
未
未
作
品
の
背
景
に
あ
る
具
体
的
な
プ
ロ
セ

ス
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
作
品
の
本
質
的
拠
所
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
の
思
索
方
法
の
解
明
を
試
み
る
。

第
一
章
「
破
壊
」
で
は
、
一
九
九
三
年
に
帰
国
し
て
艾
未
未
が
最
初
に
取
り
か
か
っ
た
陶
磁
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
陶
磁
と
の
過
去
の
か
か
わ
り
合
い
か
ら
紐
解
き
、
艾
未
未
が
遺
物
に
対
し
て
何
に
価
値
を
据
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

一
般
的
に
は
ダ
ダ
・
ス
タ
イ
ル
と
評
さ
れ
て
い
る
艾
の
文
物
破
壊
の
創
作
に
つ
い
て
、
作
品
自
体
の
背
景
と
艾
未
未
に
と
っ
て
の
破

壊
の
行
為
の
意
義
を
検
討
す
る
。

第
二
章
「
本
も
の
と
偽
も
の
」
は
、
艾
未
未
作
品
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
文
物
を
破
壊
す
る
と
い
う
行
為

か
ら
、
艾
が
陶
磁
に
没
頭
し
、
レ
プ
リ
カ
を
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
創
作
し
始
め
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
セ
ル
ジ
ュ
・
ス

ピ
ッ
ツ
ァ
ー
と
艾
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
《
鬼
谷
下
山
》
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
艾
未
未
に
と

っ
て
偽
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
作
品
か
ら
抽
出
す
る
。
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第
三
章
「
無
為
自
然
」
で
は
、
艾
未
未
が
建
築
家
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
あ
る
「
ソ
ー
ホ
ー
現
代

城
」
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
、
艾
未
未
が
建
築
に
関
与
し
た
後
の
内
省
と
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、

ハ
ン
ス
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
オ
ブ
リ
ス
ト
が
示
唆
し
た
艾
未
未
作
品
の
「
詩
的
な
側
面
」
へ
の
接
近
を
試
み
る
。

第
四
章
「
ア
ー
ト
は
現
実
を
引
き
ず
っ
て
い
く
―
―
第
五
五
回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
艾
未
未
」
で
は
、
現
地
調
査

か
ら
艾
未
未
の
三
作
品
に
焦
点
を
あ
て
、
作
品
の
中
に
あ
る
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

第
五
章
「
現
代
中
国
社
会
の
表
層
を
剥
が
す
―
―『FU

C
K

 O
FF 2

』
展
」
で
は
、
展
覧
会
の
現
地
調
査
か
ら
、
社
会
問
題
や
人

権
問
題
を
問
う
艾
未
未
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
方
向
性
を
明
白
に
す
る
。

第
六
章
「
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
と
艾
未
未
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
艾
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

群
と
フ
ラ
ワ
ー
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
の
関
係
を
究
明
し
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
と
艾
未
未

の
共
通
点
を
検
討
し
、
確
か
に
異
な
る
作
品
と
し
て
《
ひ
ま
わ
り
の
種
》
を
取
り
上
げ
、
加
え
て
、「
典
型
的
な
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」

と
の
相
違
を
検
証
す
る
。

第
七
章
「
分
断
さ
れ
た
身
体
―
―
二
〇
一
五
年
北
京
五
カ
所
で
の
四
つ
の
個
展
」
で
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
、
北
京
で
行
わ
れ
た

「
艾
未
未
」
展
の
汪
家
の
祠
堂
を
用
い
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
現
地
で
調
査
し
、
こ
の
作
品
に
、
中
国
と
海
外
に
分
断
さ
れ
た

艾
自
身
の
「
身
体
」
で
あ
る
解
釈
を
加
え
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
い
て
、
艾
が
遺
物
を
収
集
し
続
け
た
こ
と
に
対
す
る
意
義
に
つ
い

て
究
明
す
る
。

第
八
章
「
ベ
ル
リ
ン
へ
」
で
は
、
艾
未
未
が
中
国
で
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
た
責
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
、
艾
未
未
の

ジ
ョ
ー
ク
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
社
会
問
題
調
査
の
公
開
が
、
劉
暁
波
の
民
主
化
へ
向
か
う
た
め
の
分
析
や
見
解
に
呼
応
し

て
い
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
レ
ゴ
社
が
艾
未
未
の
大
量
オ
ー
ダ
ー
を
拒
否
し
た
事
態
に
つ
い
て
詳
細
に

調
査
し
、
そ
の
核
心
に
あ
る
問
題
点
と
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
九
章
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
と
し
て
」
で
は
、
中
国
を
離
れ
、
難
民
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
艾
未
未
の
行
動
や
作
品
を
追
い
、
速

攻
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
用
い
て
、
公
衆
に
問
題
提
起
し
て
い
く
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
八
〇
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
交
流
が
あ
っ
た
詩
人
、
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
共
鳴
す
る
艾
未
未
作
品
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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第
一
〇
章
「
た
め
さ
れ
る
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
』」
で
は
、
世
界
の
難
民
問
題
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
フ
ロ
ー
』
の
制
作
動
機
や
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
作
品
批
判
に
対
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身
の
応
答
か
ら
、
艾
未
未

の
作
品
制
作
に
対
す
る
思
惟
と
方
法
を
探
る
。
さ
ら
に
、
難
民
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
五
区
に
わ
た
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
展
「G

ood Fences M
ake G

ood N
eighbors

」
の
内
容
を
検
討
す
る
。

第
一
一
章
「『
す
べ
て
は
芸
術
、
す
べ
て
は
政
治
』
Ⅰ
」
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
拠
点
を
移
し
た
艾
未
未
が
、

次
々
と
発
表
し
た
社
会
評
論
を
中
心
に
考
察
す
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
を
襲
い
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
脅
威
に
直
面
す
る
な
か
で
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
艾
未
未
の
応
答
と
し
て
の
作
品
を
調
査
し
、
中
国
武
漢
の
都
市
封
鎖
を
記
録

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『C

oronation

』
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
。

第
一
二
章
「『
す
べ
て
は
芸
術
、
す
べ
て
は
政
治
』
Ⅱ
」
で
は
、
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
わ
た
る
香
港
の
民
主
化
運

動
に
対
す
る
艾
未
未
の
応
答
を
調
査
し
、
香
港
抗
議
運
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『C

ockroach

』
に
焦
点
を
あ
て
る
。
ま
た
、

艾
未
未
の
作
品
制
作
の
核
に
も
な
っ
て
い
る
「
全
体
と
個
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
が
施
行
さ
れ

た
後
の
現
代
ア
ー
ト
美
術
館
「
香
港
Ｍ
＋
」
の
艾
未
未
作
品
の
展
示
を
め
ぐ
る
論
議
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

終
章
「
原
体
験
が
語
る
『
美
』」
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「C

IR
C

A
 2020

」
に
お
け
る
艾
未
未

の
作
品
か
ら
、
彼
が
神
話
に
み
る
「
美
」
を
究
明
す
る
。
ま
た
、
艾
未
未
を
宗
教
的
に
導
く
原
体
験
を
考
察
す
る
。

以
上
、
各
章
の
内
容
か
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
艾
未
未
の
思
索
方
法
や
世
界
観
を
あ
ら
た
め
て
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
望
ん
で
い

る
。


